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System Consultant Wave  

4 月 28 日（金）賢人ばかりでは 

世の中は賢人がそろっておれば万事うまくいく、という

ものでは決してありません。賢人は一人いれば、それで十

分なんです。さらに準賢人が三人、準々賢人が四人ぐらい。

そんな具合に人が集まれば上々でしょう。賢人ばかりです

と議論倒れで一向に仕事がはかどらないといったような

ことになりがちです。 

一つの実例をあげれば、ある会社で三人の立派な人物が、

お互いに協力しあっていたはずなのにどうもうまくいか

ない。そこで一人を抜いてみた。すると残る二人の仲がピ

タッと合って非常にうまくいき、抜かれた人物も他の分野

で成功した。そんなことがよくあるものなのです。 

 

4月29日（土）会社は道場 

 仕事というものは、やはり自分でそれに取り組んで、体

得していかなければならないものだと思う。しかし自得し

ていくには、そのための場所というか、道場とでもいうも

のが必要であろう。 

ところが幸いなことにその道場はすでに与えられてい

る。すなわち、自分の職場、自分の会社である。あとはそ

の道場で進んで修業しよう、仕事を自得していこうという

気になるかどうかということである。しかも会社という道

場では、月謝を払うどころか、逆に給料までくれるのだか

ら、こんな具合のよい話はない。このような認識に立てば、

仕事に取り組む姿も、謙虚に、しかも力強いものになるは

ずである。 

 

4月30日（日）心を遊ばせない 

 指導者というものは、常に心を働かせていなくてはいけ

ない。もちろん、それは四六時中仕事に専念しろというこ

とではない。それではとても体がもたない。だからときに

休息したり、あるいはレジャーを楽しむこともあっていい

と思う。ゴルフをするなり、温泉に行くのもそれなりに結

構である。 

 しかし、そのように体は休息させたり、遊ばせたりして

いても、心まで休ませ、遊ばせてはいけない。お湯のあふ

れる姿からも何かヒントを得るほどに、心は常に働いてい

なくてはならない。全く遊びに心を許してしまうような人

は、厳しいようだが、指導者としては失格だと思う。 

 

5月1日（月）困難から力が生まれる 

人間というものは恵まれた順境が続けば、どうしても知

らず識らずのうちにそれに馴れて、安易になりやすい。昔

から“治に居て乱を忘れず”ということが言われ、それは

きわめて大切な心構えであるけれども、そういうことがほ

んとうに百％できる人はおそらくいない。やはりどんな立

派な人でも無事泰平な状態が続けば、つい安易になる。安

心感が生じ、進歩がとまってしまう。 

それが、困難に出会い、逆境に陥ると、そこで目覚める。

気持を引き締めて事に当たる。そこから、順調なときに出

なかったような知恵が湧き、考えつかなかったことを考え

つく。画期的な進歩、革新もはじめて生まれてくる。 

 

5 月 2 日（火）対立しつつ調和する労使 

 労使の関係は、常に“対立しつつ調和”するという姿が望

ましいと思います。つまり、一方でお互いに言うべきは言

い、主張すべきは主張するというように対立するわけです。

しかし、同時にそのように対立しつつも、単にそれに終始

するのではなく、一方では、受け入れるべきは受け入れる。

そして常に調和をめざしていくということです。このよう

に、調和を前提として対立し、対立を前提として調和して

ゆくという考えを基本に持つことがまず肝要だと思いま

す。 

 そういう態度からは必ず、よりよきもの、より進歩した

姿というものが生まれてくるにちがいありません。 

 

5 月 3 日（水）カメの歩みの如く 

カメの歩みというのは、一見のろいようだが、私は結局

はこのあせらず、騒がず、自分のペースで着実に歩むとい

うのが、一番よいのではないかと思う。手堅く歩むから力

が培養されてゆく。逆にパッとやればどうしても手堅さに

欠けるから、欠陥も出てくる。だから見たところでは非常

に伸びたようだが、あとであと戻りをしなければならない

ということも起こってくる。 

ウサギのカケ足では息が切れる。といってハヤ足でもま

だ早い。一番いいのはやはりナミ足で、カメの如く一歩一

歩着実に歩むことではないかと思う。人生行路だけではな

い。事業経営の上でも、大きくは国家経営の上においても

同様であろう。 

 

5 月 4 日（木）法律は国民自身のために 

 民主主義の政治のもとにおける法律は、国民お互いの暮

らしを守り、それぞれの活動の成果を得やすくし、一人ひ

とりの幸せを生み高めていくところに、究極の目的なり存

在意義があるのだと思います。いってみれば、国民が国民

自身の幸せを実現していくためにみずから法律を制定す

る、というしくみになっているわけです。 

したがって、国民お互いがこういう法律を軽視し、無視

するような姿がかりにあるとするならば、それはいわば自

分自身を軽んじ、自分の尊厳を失うことにも通じると思い

ます。そのことをお互い国民は正しく認識しあい、法律を

常に正しく守りあってゆくことが肝要だと思います。 

 


